
　気象庁は、平成 25 年（2013 年）8月30日から、新しく「特別警報」の運用を開始しました。

　特別警報は、大津波や居住地域に影響を及ぼす火山噴火、数十年に一度の豪雨が予想されるなど、「重

大な災害の起こるおそれが著しく大きい」場合に発表し、気象庁として最大限の危機感･切迫感を伝達

するものです。特別警報を発表する場合は、対象とする地域ではこれまで経験したことのないような非常

に危険な状況にあることから、周囲の状況や市町村から発表される避難指示･避難勧告などの情報に留

意し、ただちに命を守るための行動をとる必要があります。

　この「特別警報」の導入に伴って、「重大な災害が起こる恐れがある」場合に発表している「警報」や、

「災害が起こる恐れがある」場合に発表している「注意報」等の役割が変わった訳ではありません。特別

警報が発表されない中で重大な災害が発生することも少なくありませんので、「特別警報が発表されるま

では安全」というわけでは決してありません。例えば、大雨の場合は、気象情報･注意報･警報･特別

警報などを、時間を追って段階的に発表します。特別警報が発表される前の警報や注意報などが発表さ

れた時点で、大雨や暴風など気象に関する災害のおそれがある危険な地域においては避難準備や避難な

ど早め早めに安全確保のための行動をとる必要があります。

　いざというときに一人ひとりが慌てず適切に命を守る行動がとれるよう、危険な箇所の把握、避難場所

や避難経路の確認、そして水や食料の備蓄やラジオの常備など、日頃からきちんと備えをしておくことが

重要です。

1 特別警報の開始

特集　特別警報の開始と新たな気象防災

特別警報に相当する大雨の例
・平成 24年 7月九州北部豪雨
・平成 23年台風第 12 号による大雨
・平成 23年台風第 15 号による大雨

特別警報に相当する噴火の例
・三宅島（平成 12年）
・有珠山（平成 12年）
・雲仙岳（平成 3年）

特別警報に相当する津波の原因
となった地震の例
・東北地方太平洋沖地震（平成 23年）
・北海道南西沖地震（平成 5年）
・日本海中部地震（昭和 58年）

特別警報のイメージ
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ア.特別警報導入の背景

　平成 23 年（2011年）は、3月11日には東日本大震災が、9

月上旬には紀伊半島等で土砂災害等をもたらした台風第 12 号

による甚大な災害が発生しました。台風第12号では、気象庁は、

警報やそれを補完する様々な情報を発表していました。しかし、

災害発生の危険性が通常の警報発表時よりも著しく大きいこと

が住民や地方自治体に伝わらず、適時的確な防災対応や住民

自らの迅速な避難行動に十分には結びつきませんでした。

　気象庁では、これらを教訓として、重大な災害の起こるおそ

れが著しく大きい場合に、その危険性をわかりやすく住民や地

方自治体等に伝えるために、気象業務法を改正して特別警報

を導入しました。

イ.気象業務法改正の概要

　今回の気象業務法の改正による、特別警報の導入に関するポイントは以下の3点です。

①気象庁は、大津波や数十年に一度の豪雨が予想されるなど、重大な災害の起こるおそれが著しく大き

　い場合にその旨をわかりやすく伝える「特別警報」を実施すること（法第 13 条の2第 1項）

②特別警報の発表基準を定める際には、都道府県及び市町村から意見を聴くこと（法第13条の2第 2項）

③特別警報の通知を受けた都道府県は市町村に直ちに通知し、通知を受けた市町村は住民等に対する

　周知の措置を直ちにとること（法第 15 条の2第 2 項及び第 4 項）

　特別警報に相当する過去の代

表的な事例は右図の通りです。

特別警報導入のきっかけとなっ

た、東日本大震災による大津波

や、平成 23 年台風第 12 号によ

る土砂災害に加え、伊勢湾台風

による高潮、全島避難を要した

三宅島の噴火等があります。

特別警報リーフレット。気象庁ホームページ（ http://
www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/
index.html）で公開。

（注）特別警報が初めて発表された、平成 25年台風第 18 号については次章で詳しく記述します。

特別警報に相当する過去の災害事例

特別警報の基礎知識
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